３　情報資料
1　ウェブサイト

平成11年4月1日開設

構成：美術館の紹介（近代美術館について、代表的なコレクション、交通・地図・連絡先、開館時間・休館日、教育・情報サービス、美術館内マップ）、展覧会のご案内（特別展、これくしょん・ぎゃらりい－詳しい内容、次回展覧会、年間スケジュール、これまでの主な展覧会）、インフォメーション（アートイベント、イベントカレンダー）、館内外展示作品マップ、トピックス）、動画配信コンテンツ、メールマガジン、リンク（全国の主な美術館、アルテピア、ミュージアム・ショップ）

アドレス：http://www.aurora-net.or.jp/art/dokinbi

平成24年度アクセス件数(トップページ)：262,793件
開設以来のアクセス件数：1,822,347件

2　モバイルサイト

平成21年度開設、22年度4月1日運用開始

構成：お知らせ（最新情報）、開催中のこれくしょん・ぎゃらりいと特別展、展覧会スケジュール、イベントのお知らせ、アクセス（交通案内）、開館時間・休館日、レストランのご案内、ミュージアム・ショップのご案内

平成24年度アクセス件数：4,429件

開設以来のアクセス件数：22,029件

3　収蔵作品データベース
　当館では平成13年度から収蔵品管理システム I.B.MUSEUM（早稲田システム開発株式会社）により所蔵品データベースの構築を図り、このシステムにより北海道立美術館・芸術館6館の間での共同運用と整備を進めている。今年度は、追加更新作業として24年度の新収蔵作品125点（油彩9、水彩・素描5、版画4、彫刻7、工芸100）並びに新収蔵資料79点（工芸79）をあらたに登録した。これにより平成24年度末までの当館の作品登録件数は、全4,537点［絵画1,329（油彩759、日本画257、水彩・素描313）、版画1,730、彫刻108、工芸1,239、写真1］となった。

データ項目：所蔵品番号、所蔵館区分、作品分類、作品名、作家名、数量、制作年、技法・材質、寸法各種、取得年、取得種別、取得先名、取得額、取得時評価額、情報提供者、作品の証明、署名・落款・表書、額装状態、来歴、解説、貸出可否、公開可否、HP公開可否、初出年、初出展覧会、展覧会場、受賞内容、作品選定の理由、収集の理由、調査結果、作品の状態、作品情報、収集の特色、登録日、更新日など

画像ファイル：1,024×768ピクセル・JPEG形式（平成12年度までの収蔵作品）、1,280×960ピクセル・JPEG形式（平成13年度以降の収蔵作品）

4　所蔵作品データ公開
　当館では、平成14年度より北海道庁のポータルサイト「北海道人」の画像検索システム「デジタル街道」により所蔵作品のデータを公開してきた。しかし「北海道人」の運営が平成18年度よりNPO法人HEARTに移管されたことに伴い、画像検索システム「北海道デジタル図鑑」において、あらたに作品名、作家名ほか6項目のデータを登録し、18作家197件の作品画像ならびにデータを公開している。

分類項目：カテゴリ（芸術）、大項目（芸術）、中項目（近代美術館）、エリア（【道央】札幌市）

データ項目：札幌市（北海道立近代美術館）、作家名、作品名、制作年、寸法（縦×横cm）、技法材質

　また、平成21年度にARSに導入した新しいビデオライブラリーにおいて、当館の代表的な作品70点の画像・データ・解説を公開した。平成22年9月11日から運用開始。

5　メールマガジン

　当館では、平成16年度より北海道庁のメール配信システムを利用し、当館の広報誌『カンドーレ』（隔月刊。21年7月から季刊）の内容を登録者へ配信している。今年度も引き続き配信を行った。

名称：道立近代美術館メールマガジン【カンドーレweb版】

構成：これくしょん・ぎゃらりい、特別展、関連イベント、教育普及事業等、三岸好太郎美術館の展覧会の紹介

発行周期：2ヶ月に1度

平成24年度発行：第45号～50号

平成24年度末現在の登録者数：3,913名
6　ソーシャルメディア
	北海道によるソーシャルメディア試行的利用にあたって、当館でも試行としてフェイスブック及びツイッターによる広報に取り組んだ。



	試行期間　平成24年10月～平成25年3月

	フェイスブックへの投稿数　13

	ツイッターへの投稿数　40


